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  観察 Observation        
 

ソースとシンク 
 

野生動物学研究室教授 高槻成紀 

 

 醤油とソースの「ソース」ではなく、真

っ赤の「深紅」でもありません。ソースと

は供給源、シンクは流しのことで、流れ去

ってゆく物という意味です。生態学で、あ

る空間にいる生物の集団は出生あるいは移

入によって入ってくるソースと、死亡や流

出によって出て行くシンクとのバランスで

決まることを表現したものです。 

 私たちの野生動物学研究室はまだ若く、

学外の大学院生が少しいて、あとは修士１

年と4年生が一人ずつ、残りの12人が3年生

という構成です。私は麻布大学に来るまで

は大学院生としかつきあいがありませんで

したから、学部生中心の大学にとまどいが

ありました。ようやく慣れて来て、学部生

中心の研究室とはこういうものなのかと思

うようになりましたが、最近用事があって

麻布大学獣医学科のいくつかの研究室に行

くことがありました。獣医学科ということ

があったからかもしれませんが、研究室の

雰囲気が私の知る、院生のもつものでした。

つまりこの違いは大学の違いではなく、別

のものらしいことに気づいたというわけで

す。 

 私が訪問した研究室は院生が多いので、

うちの研究室生とは歳が違いますが、単に

それだけではないという気がしました。そ

れは、たぶん「自分が研究に参画している」

という意識の違いだと思います。ちょっと

大げさにいえば、「世界で自分がこのこと

を発見している」という意識です。もちろ

ん世界唯一であることはそんなにあること

ではないので、もっと身近なことでもいい

ですが、ともかく自分がオリジナルな現象

を解明している気持ちというべきものです。

大学院生はそのために日夜努力しています。

努力というより、それを喜びと感じていす

はずです。私は、それが研究を進めている

研究室の雰囲気なのだと思い至りました。 

 自然界には汲み尽くせない生物現象があ

り、その扉を開けてもらうのを待っていま

す。その扉を開けることが研究で、そのた

めに古今東西多くの人が貢献をしてきまし

た。その大きな潮流の中に参画することが

研究に加わるということです。そうして

個々の研究者が研究の世界にさまざまな大

きさと質の貢献をしてきたわけです。私は

それを学問におけるソースだと思います。 

 学部生は講義でたくさんの知識を提供さ

れ、それを理解したり、覚えたりしないと

いけません。受験勉強はまさにそういうも

のです。大学の講義もその延長線上にある

のですが、私は講義と授業は違うと考えて

います。教科書を覚えるための勉強は受け

身です。疑問をもつよりも丸暗記すること

が優先されます。疑問をもつ場合でも、そ

の目的は暗記しやすくするためです。しか

し、講義は本来考えるための材料を与える

もののはずです。正解はひとつであるある

とは限らず、現役の研究者であれば答えが

単純でないことも知っているはずです。自

然のことがそんなに簡単にわかるはずはな

く、真実の発見に「より近づいて」はいて

も、それは果てしのない旅のひとつの旅程

にすぎないはずです。それをわかったこと

にして言い切るのは授業であり、教科書を

説明していればよい。それは教諭の仕事で

あり、教授の仕事とはいえない。これに対

して、講義は相対的な解への接近過程を提

示するものであるべきです。もっとも、学

部生にそのことを伝えるのは容易なことで

はありません。いきなり「答えはわからな
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いがこういう理解もある」と言われたら学

生は当惑するでしょうから、しだいにその

ことを伝えていかなければならないと思い

ます。それをいかに伝えるかは私にも着地

点が見えておらず、試行錯誤をしています。

この、教科書解説とその暗記は、研究のた

めの基礎体力作りではあるが、それだけで

は決して研究ではない。学問へのシンクと

ソースでいえばシンクだと思います。もっ

とも学問は勉強されたからといって減る訳

ではないから、シンクとはいえないかもし

れませんが、勉強する側からすればそこか

ら吸い取る訳で、その意味ではシンクとい

う比喩は感覚的にはわかりやすいように思

います。 

 どうやら研究室の雰囲気の違いはこのシ

ンクとソースの違いではないかと思い当た

りました。いまのわが研究室はまだまだシ

ンク優先です。というより自分がしている

勉強がただ吸収していえるだけのものなの

か、研究に向かっているものなのかの区別

がつかないでいる学生が多いのだと思いま

す。それでも、だんだんに一部の学生が自

分のオリジナルなデータをとるようになり、

その表情にも欲が出てきました。シンクか

らソースに近づいているようです。 

 全体としてはまだ「研究室」にはなって

おらず、「勉強室」なのかもしれません。

これから研究室になるためには、実質的に

は構成員である学生諸君が学問へのソース

になるのだという自覚をもってくれるしか

ありません。研究室の立ち上げの時期に入

室した皆さんはそのパイオニアとしての役

割があると思います。皆さんがシンクのま

まで終われば、後輩はそれを、そしてソー

スとしての意識をもっている姿を見れば、

それを模倣するはずです。「研究室」にす

るための努力を私も惜しまないつもりです。 

 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

趣味の観察 

 

東京大学大学院 農学生命科学研究科・研究生 上杉哲雄 

 

 僕は町田市に住んでいる。町田市は東京

のベッドタウンとしてずいぶん宅地開発さ

れてしまっており、今も少しずつ緑地が失

われている。しかし、丘陵地であることが

幸いしたのだろう、住宅街の中にも開発か

ら取り残されたような雑木林や、果樹園、

マンションの保存緑地、大学、公園など様々

な緑地が残されている。そんな小さな緑地

にも、よく見れば様々な生き物がいて興味

深い。今年、我が家のすぐ近くの雑木林に

ツミという小型の猛禽類が営巣している。

毎朝起きると、「キーキキキ」という鳴き

声が聞こえるぐらい目と鼻の先である。せ

っかく近所にやって来たのだからと、とき

どき早起きをして繁殖状況の観察をするこ

とにした。 

 

4 月 29 日 曇りのち晴れ 

5:35 ツミの雄成鳥を発見。コナラの木の

枝に止まっていた。 

5:40 飛び立って、横の木の枯れ枝を足で

つかんで折って、その枝を運んでいく。

20m ほど飛んで、別のコナラの木にと

まった。そこには小枝で組んだ巣が作

ってあり、今運んだ枝を加えて巣作り

をした。 

5:41 巣から飛び立って、林内に入り見え

なくなった。 

 

5 月 15 日 快晴 

5:40 前回確認した巣を見るが、木にツタ

が絡まっていてよく見えない。 

5:48 巣に向かってツミ成鳥が飛んできて

止まる。その直後、鳴きながら飛び去

る。よく見ると、巣の上で座り直す別

個体を確認した。 

5:50 観察終了 
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（このような状況なので、餌運びか抱

卵交代があったものと思われた。飛ん

できた個体と、飛び去った個体が同個

体か他個体かは不明だが、少なくとも

2 個体を確認し、1 個体は巣に乗って

いたので、今のところ繁殖は継続して

いるものと考えられた。） 

 

 観察された事実は上記のようだったが、

今一つ良くわからないので、知人で何年も

ツミを観察している人に相談してみた。す

ると、以下のような回答がかえってきた。 

 

上杉様 
 それは餌運びです。なぜならツミは
雄が餌運びをして雌が餌を食べている
間しか抱卵交代をしません。ときどき、
雌がお腹いっぱいなのか、卵が好きな
のか、雄が餌を持って来ても無視する
ことがあります。雄は困ったように、
そして狂ったように鳴きます。最後は
雄が全部食べてしまって、、、、、お
わり。 
 

「なるほど！」と僕は手を打った。僕が観

察したのは餌運びだったのだ。それは一回

の観察だけではわからないことだったけれ

ど、繰り返し観察を行ってきた人にならば

わかることだったのだ。 

 

5 月 22 日 快晴 

5:20 観察を開始する。巣の位置は分かる

が、角度が悪くツタも邪魔で個体の姿

は見えない。 

5:31 巣の上でもぞもぞ動く姿を確認。羽

を動かして姿勢を変えている様子。す

ぐに座り直して、また姿が見えなくな

る。 

5:32 観察終了 

（多分、まだ抱卵中で雌成鳥が抱卵姿勢を

変えたのだと考えられた。） 

 

6 月 5 日 曇り 

5:36 観察開始。巣は見えるが、個体がい

るかどうかよく見えない。 

5:54 巣の上で身体を起こして、姿勢を変

えて座り直す個体を確認。 

6:01 また姿勢を変えている。巣と別方向

での鳴き声がした（別個体）。 

6:02 いつの間にか巣の上でもぞもぞ動い

ている個体がいて、すぐ飛び去った。 

6:03 また抱卵姿勢を変えているのを確認。 

6:05 観察終了。 

（多分、雌がずっと抱卵中で、ときどき姿

勢を変えており、雄が一度餌運びに来

たものと考えられた。） 

 

6 月 13 日 快晴 

5:33 観察開始。巣の上にいる成鳥の頭が

見える。左右を見回している。虹彩

が黄色く光るので、雌だとわかる。 

5:55 突然立ち上がって、巣から飛び去る。 

5:57 飛び去った方角から、キーキキキと

いう鳴き声がしたと思ったら、巣に

飛んできて止まる。足下に何か持っ

ている様子。巣の奥に入ってから頭

を上下させているので、ヒナに給餌

をしているものと思われる。でもヒ

ナは見えない。 

6:02 給餌終了したらしく、見回しをして

いる。 

6:04 記録中に飛び去っていた。 

6:07 巣に戻ってきた。足下から餌を口に

くわえて巣の奥に入り、頭を上下さ

せて給餌している様子。でもヒナは

見えない。 

6:11 給餌終了したらしく、見回しをして

いる。 

6:15 記録中にまたいなくなっていたと思

ったら、すぐに巣に戻ってきて、先

程と同様に給餌をしている様子。 

6:17 観察終了。 

 

6 月 19 日 曇り 

5:46 観察開始。巣の上に白いぽわぽわの

綿毛のヒナが動くのが見えたが、す

ぐに座ったらしく、隠れてしまった。

親はいない様子。 
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5:51 成鳥が戻ってきた。頭を上下させて、

給餌している様子。その後、座って

見回しをしている。 

5:59 巣材（ヒノキの葉）を動かして、巣

繕いして、座る。 

6:02 立ち上がって、巣から飛び去る。 

6:32 30 分経っても成鳥は戻らず、ヒナも

確認できないので、観察終了した。 

（ヒナを見られたのは、最初の一瞬

だけで、後は見えなかったが、とり

あえず給餌していたので育雛継続

中と考えられた。） 

 

 しかし、給餌をした成鳥の雌雄や、成鳥

がなぜ長時間巣に戻ってこないのかがよく

わからなかったので、また先述の知人に相

談してみた。するとこんな答えが返ってき

た。 

 

上杉君 
 雄が給餌した例を知らないです。
雌の仕事は、抱卵期はもっぱら抱卵
が仕事ですが、育雛期になると雌は
もっぱら見張りが仕事になります。
ひょっとしたら、雌が餌を食べてい
る間に雄が巣に来ただけかもしれ
ません。そのかわりヒナに餌はあげ
ていないことになりますが。 

 

 またもや「なるほど！」だ。ということ

は僕が見た成鳥は雌で、給餌した後に巣を

離れ、どこか近くで見張りをしていた（も

しかしたら僕が観察されていた？）のだと

考えられる。やはり、長く観察を続けてい

る人の言葉には説得力がある。 

 

 さて、以上がここ最近に、僕が趣味で行

っている観察であり、今後もヒナの成長が

楽しみである。  

 ところで、「観察」とはいったいどういう

ことだろうか。最後に少し考えてみたい。

「観察」とは、事実をありのままに見つめ

て、その背後にある何ものかを知ろうとす

ることだと思う。しかし、一度の観察です

べてを見通せるほど自然は単純ではない。

「継続は力なり」とはよく言ったもので、

観察を繰り返し、事実を積み重ねることで

初めてわかることがある。だからこそ、観

察を続けている人の言葉には重みがあり、

説得力があるのだろう。このような説得力

のある観察結果を話せるようになって始め

て、一人前の観察者と言えるのだと思う。

振り返ってみて、自分自身はどうだろう。

例えば、自分の研究対象であるイタチにつ

いて説得力のある観察結果を話せるだろう

か。ある程度は話ができるようにも思う。

しかし、まだまだ足りないところが沢山あ

るのもわかっている。まだ半人前と言うと

ころだろうか。 

 観察は日々の積み重ねだと思う、何に対

しても、物事をどう捕らえてその向こうに

何を見るのか、そう言う意識を持つことだ。

これからも、自信を持って一人前の観察者

だと言えるようになるために、観察を続け

ていきたいと思う。

 

+ 

 

 

 

 

 

 

 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

八ヶ岳で感じたこと 
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動物応用科学科３年 小林謙斗 

   

 2008年6月15日、一緒に調査していたメン

バーと先生は帰り、一人八ヶ岳に残った。

それは採集しなければならないサンプルが

まだあったためなのだが、もう一つ、研究

対象であるシカとカモシカをこの目で見て

みたかったからでもある。今回で3回目の八

ヶ岳調査にも関わらず、シカもカモシカも

一度も見たことがない。自分の研究対象と

なる動物くらい見ておきたいと単純に思っ

た。シカは金華山でこれでもかという程の

数を見てきたので、とくにカモシカを見て

おきたかった。 

 カモシカを見るなら夜中から早朝だと聞

いていたので、張り込みを決意、カモシカ

の生息している可能性の高い鉢巻道路（八

ヶ岳高原ライン）へ向かった。夕方に出発

したのだが、目的地に着いた頃には真っ暗

闇で、昼間あれだけ聞こえたウグイスの鳴

き声はまったく聞こえず、たまに森の中か

ら、動物の歩く音や、「キィー」「ボッボ

ッボ」という鳴き声が聞こえるだけで、ほ

とんど音がしなかった。しかも昼間よりか

なり寒いく、ちょっと怖くなった。 

 長い時間探し回っていたが、歩き疲れた

のでしばらく休もうと思い、道路沿いの歩

道に座りこんだ。しばらくそうしていると

パトカーが目の前に停まり、中から警官が

二人出てきた。 

 「ちょっと話し聞かせてくれるか？」と

言ってパトカーに乗せられた。車で通りか

かった人が自分を見て不審に思い通報した

らしい。正直焦ったが、何をしようとして

いるのか説明すると、警官たちは自分のこ

とを気に入ったらしく 

 「ドライブがてら一緒にシカでもカモシ

カでも探してやるよ」と言ってくれた。そ

れならば、ということでそのまま出発し、

懐中電灯を森の中へ照らしながらしばらく

走った。その間、警官たちと八ヶ岳の野生

動物についていろいろな話をした。 

 中でも印象的だったのが、前日にシカが

交通事故死したという話だ。シカのロード

キルは八ヶ岳でも頻繁に起きていて、警官

たちはそのことを残念に思っており、人間

と動物がうまく共存できる環境を望んでい

ると言った。本当にそうなればいい。この

研究室に入るまで、動物の交通事故はたま

に起こるものとしか思っていなかったが、

現実は残酷だ。次から次へとサンプルとし

て研究室に送られてくるタヌキ、ハクビシ

ン、アナグマ…。それらを見るたびに何と

もいえない虚しい気分になった。交通事故

死した動物達の死体はかなりグロテスクで、

そのせいもあるのだろうが、今まで見てき

たほかの死体とは明らかに違うものを感じ

る。この死体たちは何かを人間に訴えてい

るみたいだとよく思う。復讐心といったも

のではなくて、何かを警告しているような。

彼らのような犠牲を出してまで人間は利便

を追求する必要があるのか、という話を警

官達にしようと思ったが、自分が言える立

場でないことに気づいてやめた。 

 そんなことを考えながら、ぼーっとして

いると、助手席の警官が 

 「いた！」 

 と叫んだ。その警官の懐中電灯が照らし

た先には子ジカが１頭、歩道に立っていた。

その子ジカは驚くことなく、ゆっくり背を

向けて森の中へ消えていった。パトカーを

降りてその後を追いかけたが、もう姿は見

えなかった。そのふてぶてしい態度から、

八ヶ岳のシカも人間にそれなりに馴れてい

るのかもしれないと思った。できれば山田

君（「観察」５月号）のようにシカと心を

近づけたかったのだが、それでも八ヶ岳で

の「初ジカ」は純粋に嬉しかった。やっぱ

り動物が好きだ。 

 その後は結局シカにもカモシカにも出会

えなかった。清里駅で降ろされ、警官たち

と記念撮影して別れた。そして始発で野辺

山駅まで戻り、サンプル採集のため、飯食

う時間すらないほどのハードスケジュール

で八ヶ岳中を駆け回り、ぎりぎり最終の電

車に乗り、自分の八ヶ岳調査は終わった。

かなり疲れたため、翌日は一日中寝ていた。 
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 カモシカに出会えなかったのは残念だっ

たが、八ヶ岳でいろいろ感じることができ

た。 

 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

 

自然をみる視点 

獣医学科３年生 吉村 勇輝 
 

 僕は旅が大好きで、これまで日本のあち

こち旅を旅してきた。旅といってもみんな

で出かけて、宿に泊まり、観光地を回るよ

うな旅ではない。一人で自炊用具やテント

を持って旅をする、バックパッキングとい

うスタイルの旅だ。宿にはあまり泊まらず、

野宿が多い。移動も人力で行い、歩きや自

転車が主になる。 

 そんなスタイルの旅だから苦労も少なく

ない。車で移動するよりもはるかに疲れる

し、野宿は面倒なことも多い。一人だと時々

さみしくもなる。ではなぜ、そんな旅が好

きで続けているのか。理由はたくさんあり、

単純に安上がりだからというのも理由の一

つだ。だが、主な理由は次の二つに絞られ

る。 

 一つ目は、旅先での人との出会いである。

旅先での一期一会の出会いはかけがえのな

いもので、旅から帰ってからも交流が続い

ている人もいる。しかし、今回のテーマと

は異なるので、詳しくは書かないことにす

る。 

 二つ目は、自然を感じることができると

いう点だ。普段の都会での生活で人工物に

囲まれて過ごしていると、時々息がつまり

そうになる。そんな時は無性に旅に出かけ

たくなる。さまざまな場所で、さまざまな

季節に、山道を歩くとそれぞれ違った自然

を感じることができる。森の木々や、山の

景色、さわやかな風などなど…。うまく形

容できないが、自然に囲まれた時の心が洗

われるような感じは、まさに生きていてよ

かったと思う瞬間なのだ。 

 野生動物との出会いもうれしいものだ。

北海道ではキタキツネやエゾジカ、エゾリ

ス、オジロワシなどに出会った。近くの山

でもホンシュウジカやムササビに出会えた。

今年の春はケラマ諸島でシカを探して歩き

回り、やっと出会えた時の感動は大きかっ

た。こうやって挙げていくときりがない。 

 しかし、僕がやっていたことはそこにあ

る動植物をじっくり観察するようなもので

はなかった。植物では、木々の名前や花の

名前を知るというよりも、そういった植物

たちによって構成される森の中を歩くこと

でリフレッシュするほうに重きを置いてい

た。動物では、思いがけず出合うことがで

きたときの感動を優先していて、食痕やフ

ンから生活の様子を調べてみるとか、行動

をじっくり観察してみるといったことはし

なかった。旅先で自然保護センターの展示

を見たり、説明を聞くなどで満足していた。 

 このような自然の見方を「バックパッカ

ーの視点」と呼ぶことにする。この視点は

自分でも大好きであり、持ち続けていたい。

しかし、一つひとつの動植物をじっくり観

察し、その生態を考えるような視点もある。

これは「フィールドワーカーの視点」とい

えるだろう。僕にはこの視点が欠けたよう

だ。何度も出会った木々や草花の名前も知

らず、野生動物がいた痕跡すらフィールド

で見つけることが出来ない。これではあま

りにもさみしい。この「フィールドワーカ

ーの視点」を持ちたいというのが、この研

究室に入室するときの理由の一つだった。 

 

＊ 

 

 ６月の初め、僕は八ヶ岳に一人で調査に

出かけた。目的は山にシバならぬササを刈

りにいくためだ。標高ごとに１平方メート

ルの区画を定め、そこのササをサンプリン

グする。そのササのシカによる食痕を調べ
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ることで、どのあたりの標高でシカが多く

いるのか、大まかに知ることができる。 

 このような調査は初めてのことで、「調

査をしているんだ」という自負と緊張感が

あり、普段のひとり旅では感じたことがな

いような気持ちだった。山の上まで登り、

ここからササを刈りながら下っていく。「バ

ックパッカーの視点」で見ると、ササはあ

まり面白い植物ではないので、別に気にも

留めず素通りしてしまう対象だ。ササやぶ

になっていると歩きにくくて迷いやすいの

で、むしろ邪魔者扱いしてしまう。 

 しかし、今回はササやぶの中に分け入っ

て、一本一本刈り取っていく。こうしてサ

サをじっくり観察したわけだが、思いがけ

ない発見が数多くあった。まず、気がつい

たのが同じ標高でもササが枯れているとこ

ろと、そうでないところがあるという点だ

った。よく見てみると、枯れているのは上

に木が全く生えていない場所だけであった。

森の中に生えているササが青々としている

のとは対照的だった。 

 また、標高の高いところのササが枝別れ

をたくさんしているのに対し、低い標高で

は全く枝別れをしていなかった。背丈も標

高が低いほうが明らかに低くなっていた。

これは標高ごとの積雪量にササが適応した

結果なのだそうだ。 

 他にも、タケノコの伸び具合が標高ごと

に違うこと、葉の裏に生えている毛の量が

ササによって違うこと、などの発見があっ

た。 

 帰った後、サンプルのササの食痕を調べ

て記録したのだが、けっこう食べられてい

る地点がある一方で、まったく食べられて

いない地点もあった。 

 このように、普段全く見向きもしないサ

サを「フィールドワーカーの視点」でじっ

くりと観察することによって、これだけ多

くの発見があった。この体験を通して「フ

ィールドワーカーの視点」を持つことの大

切さをより強く感じることができた。 

同時に、今回の調査を「バックパッカーの

視点」で楽しむこともできた。１日目は雨

で気がめいりそうだったが、２日目は雲ひ

とつない快晴だった。先月来た時よりも植

物は緑の濃さを増していて、森の中から空

を見上げると木漏れ日がまぶしかった。出

かける前の数日に勉強などをまとめて済ま

せてきたので、疲れがたまっていたのだが、

調査から帰ってくると、すっかりリフレッ

シュして元気になっていた。 

 

 
 

＊ 

 

 いままで何気なく見てきたものの中にも、

視点を変えることでもっと多くの発見があ

ったのかもしれない。僕の「フィールドワ

ーカーの視点」はまだまだ未熟だが、身近

な自然でもとにかく観察することによって

鍛えていきたいと思っている。「バックパ

ッカーの視点」と合わせて両方の視点で、

自然を観察することができれば、同じもの

を見てもより強く感動できるにちがいない。 

 
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

編集後記 
 「観察」も３号目を迎えました。どの原

稿も自分の体験したことを自分のことばで

綴ろうとしており、「観察」という誌名に

ふさわしいと思います。事実をみるだけで

は研究とはいえないとはいえ、研究と論文

執筆が同義になり、そのことが先行するが
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ために、本物の生物をみない傾向がある現

代生態学に私は不満があります。これから

もこの研究室では生物をよく観るという生

態学の原点を尊重したいと思います。高槻 
 
写真 １ページ ミズイロオナガシジミ 2008.6.8 町田市小野路,  

   8 ページ シロバナノヘビイチゴ 2008.6.15 八ヶ岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


